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   （
子
育
て
支
援
課
） 

問
　
一
人
親
家
庭
の
児
童
扶
養
手
当
の

現
状
は
。
 

答
　
４
月
か
ら
７
月
で
新
規
で
４６
人
増

え
、
転
出
や
結
婚
な
ど
で
８
人
が
喪
失

し
伸
び
率
が
６
％
で
足
ら
な
い
分
を
計

上
し
ま
し
た
。
 

（
高
齢
者
支
援
課
） 

問
　
老
人
ク
ラ
ブ
の
数
と
会
員
数
な
ど

の
推
移
は
。
 

答
　
現
在
４２
ク
ラ
ブ
、
２
８
６
４
人
で
、

年
々
減
少
傾
向
（
１８
年
度
５３
ク
ラ
ブ
、

１９
年
度
５２
ク
ラ
ブ
、
２０
年
度
４８
ク
ラ
ブ
、

２１
年
度
４５
ク
ラ
ブ
）
に
あ
り
ま
す
。
 

   問
　
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
金

６
０
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
る
要
因

は
。
 

答
　
入
院
費
が
３
月
か
ら
５
月
ま
で
の

診
療
分
に
お
い
て
高
額
な
治
療
を
要
す

る
人
が
増
え
て
い
る
の
が
要
因
で
す
。
 

   問
　
介
護
給
付
費
基
金
積
立
金
４
０
０

０
万
円
の
目
的
と
総
額
は
。
 

答
　
介
護
給
付
積
立
金
は
介
護
給
付
費

の
不
足
を
補
う
の
が
目
的
で
、
２２
年
度

末
の
基
金
残
高
が
６
６
４
０
万
８
７
７

２
円
で
す
。
 

   （
福
祉
課
） 

問
　
社
会
福
祉
班
の
生
活
保
護
担
当
の

時
間
外
は
一
人
当
た
り
月
約
２０
時
間
に

も
な
る
が
人
員
配
置
は
適
正
か
。
ま
た
、

問
題
点
は
。
 

答
　
今
年
の
４
月
に
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ

ー
と
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
３
人
体
制
に
な

り
ま
し
た
が
、
途
中
か
ら
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
が
一
人
具
合
が
悪
く
な
り
休
ん
で

い
ま
す
。
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
育
成
が

急
務
で
非
常
に
困
っ
た
状
況
に
あ
り
、

人
事
と
相
談
し
て
、
定
期
的
な
異
動
を

繰
り
返
し
な
が
ら
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を

養
成
し
て
、
本
来
な
ら
ば
５
年
く
ら
い

の
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
を
経
験
し
た
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
が
今
度
は
他
の
社
会
福
祉
分

野
や
健
康
福
祉
分
野
を
勉
強
し
て
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
帰
っ
て
く
る
流

れ
を
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
が
育
っ
て

い
な
い
の
で
、
ま
だ
ま
だ
ケ
ー
ス
ワ
ー

ク
が
脆
弱
で
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
 

（
子
育
て
支
援
課
） 

問
　
保
育
料
の
滞
納
状
況
と
、
こ
れ

に
対
す
る
認
識
は
。
 

答
　
２３
年
７
月
末
の
現
年
度
の
滞
納
額

は
１
４
９
万
５
０
０
円
、
９２
件
。
過
年

度
分
は
１３
年
度
か
ら
２２
年
度
ま
で
の
滞

納
額
が
９
月
６
日
現
在
で
５
８
３
万

１
５
６
０
円
、
３
１
２
件
で
す
。
１３
年

度
か
ら
の
滞
納
分
に
つ
い
て
は
、
地
方

自
治
法
に
準
じ
て
調
査
を
し
た
う
え
で
、

執
行
停
止
、
不
能
欠
損
に
持
っ
て
い
く

べ
き
と
考
え
ま
す
。
 

   問
　
２４
年
度
中
に
は
国
保
会
計
は
赤
字

が
予
測
さ
れ
、
保
険
料
改
定
を
含
む
財

源
確
保
の
議
論
も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
 

答
　
特
定
健
診
は
６５
％
と
い
う
ハ
ー
ド

ル
が
あ
り
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
か
か
る
分
は
必
ず
請
求
が
来
る

の
で
、
足
ら
な
い
分
に
つ
い
て
は
税
負

担
に
お
願
い
す
る
の
か
、
一
般
会
計
か

ら
繰
り
入
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
累
積

赤
字
と
い
う
形
で
借
り
入
れ
で
運
営
し

て
い
く
の
か
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
受
診
率
を
８
割
に
抑
え
る
な
ら

ば
、
今
の
財
政
で
も
や
っ
て
い
け
る
こ

と
を
ま
ず
市
民
に
も
説
明
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
地
区
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

国
保
協
議
会
を
２
回
開
き
、
資
料
等
を

見
せ
て
協
議
し
て
い
ま
す
が
ま
だ
結
論

は
早
い
と
い
う
こ
と
で
、
３
回
目
あ
た

り
で
意
見
を
伺
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
簡
単
に
上
が
る
と
は
思
っ
て
は
お

ら
ず
、
最
大
の
努
力
を
し
ま
す
。
 

   問
　
両
館
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
。
 

答
　
人
権
啓
発
教
育
課
の
所
管
と
な
っ

た
た
め
で
あ
る
。
 

   問
　
二
子
上
集
会
所
の
経
緯
に
つ
い
て
。
 

答
　
人
権
同
和
教
育
の
拠
点
と
し
て
活

動
し
て
き
た
が
、
地
元
の
管
理
も
学
習

会
も
で
き
な
い
状
況
等
か
ら
解
体
と
判

断
し
た
。
 

   （
学
校
教
育
課
）
 

問
　
特
別
支
援
教
育
推
進
事
業
に
つ
い

て
。
 

答
　
西
合
志
東
小
、
西
合
志
南
中
へ
の

特
別
支
援
に
つ
い
て
の
県
の
委
託
事
業

で
あ
り
、
経
費
４５
万
円
は
全
額
委
託
金

で
あ
る
。
 

（
生
涯
学
習
課
）
 

問
　
ふ
れ
あ
い
緑
地
北
側
駐
車
場
の
り

面
復
旧
工
事
に
つ
い
て
。
 

答
　
転
落
防
止
に
つ
い
て
は
、
竪
穴
住

居
の
解
体
で
不
要
と
な
っ
た
フ
ェ
ン
ス

を
再
利
用
し
て
設
置
す
る
。
 

 

  （
学
校
教
育
課
）
 

問
　
奨
学
金
貸
付
事
業
に
つ
い
て
。
 

答
　
平
成
２２
年
度
申
請
件
数
は
、
３４
名

で
滞
納
者
数
は
１７
名
で
し
た
。
滞
納
理

由
と
し
て
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
 

問
　
適
応
指
導
教
室
に
つ
い
て
。
 

答
　
三
つ
の
木
の
家
、
野
々
島
教
室
、

み
ず
き
台
教
室
の
３
教
室
が
あ
り
、
１４

名
が
通
学
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の

心
の
問
題
も
あ
る
の
で
、
福
祉
課
や
心

理
士
等
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
る
。
 

 

（
人
権
教
育
啓
発
課
）
 

問
　
解
放
子
ど
も
会
学
習
会
開

催
事
業
に
つ
い
て
。
 

答
　
差
別
に
負
け
な
い
子
ど
も

を
つ
く
る
の
が
目
的
で
、
差
別

を
固
定
化
す
る
た
め
で
は
な
く

解
放
す
る
た
め
に
学
習
し
て
い
る
。
 

（
生
涯
学
習
課
）
 

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
運
営
助
成

金
に
つ
い
て
。
 

答
　
須
屋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
に
つ

い
て
は
、
２３
年
度
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
イ
運
営
委
員
会
の
意
見
を
聞

い
て
対
応
す
る
。
 

問
　
生
涯
学
習
の
ま

ち
（
都
市
）
宣
言
の

未
執
行
に
つ
い
て
。
 

答
　
生
涯
学
習
に
対
す
る

市
民
の
意
識
、
機
運
の
盛

り
上
が
り
に
つ
い
て
検
証

す
べ
き
で
あ
り
、
ま
だ
宣

言
す
る
時
期
で
は
な
い
と

判
断
し
た
。
 

 （
反
対
討
論
）
 

　
部
落
解
放
同
盟
、
及
び

全
日
本
同
和
会
の
補
助
金

支
出
、
そ
し
て
解
放
子
ど

も
会
の
学
習
会
事
業
に
つ

い
て
は
一
部
の
地
域
で
し

か
開
催
さ
れ
て
い
な
い
の

で
他
の
子
ど
も
と
の
不
公
平
感
が
あ
る
。

学
習
費
用
の
支
出
を
他
の
学
校
教
育
を

充
実
さ
せ
る
た
め
に
使
う
べ
き
で
あ
る
。

同
和
施
策
を
続
け
る
こ
と
が
問
題
の
解

決
を
遅
ら
せ
る
。
 

 （
賛
成
討
論
）
 

　
同
和
問
題
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
に

つ
い
て
の
啓
発
費
用
で
必
要
な
予
算
執

行
で
あ
る
。
解
放
子
ど
も
会
学
習
事
業

に
つ
い
て
も
、
子
ど
も
た
ち
が
置
か
れ

て
い
る
状
況
を
含
め
て
市
と
し
て
最
大

限
の
努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
。
 

 


